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一級水系及び二級水系手城川水系における流域治水プロジェクトの策定について 

 

河 川 課 

農 業 基 盤 課 

 

１ 要旨 

近年の激甚な水害や，気候変動による水害の激甚化・頻発化に備え，河川・下水道の管理者

が主体となって行う治水対策に加え，氾濫域も含めて一つの流域として捉え，その河川流域全

体のあらゆる関係者（国・県・市町・企業・住民等）が協働し，流域全体で水害を軽減させる

対策「流域治水」への転換を進めているところである。 

このたび，国において全国 109 の一級水系で流域治水プロジェクトが策定・公表されるとと

もに，手城川水系を含む全国 12 の二級水系について，先行モデルとして流域治水プロジェク

トを策定し，令和３年３月 30 日に公表した。 

 

２ 流域治水プロジェクトの概要 

（1）内容 

   全国の一級及び二級水系において，流域全体で早急に実施すべき対策の全体像を次の３つの

対策の観点で，位置図及びロードマップへ分かりやすく示し、地域住民，企業等の関係者の理

解促進や意識向上を図り，ハード・ソフト一体の事前防災対策を加速していく。 

                      【別紙１参照】 
対策の観点 概要 例 

① 氾濫をできるだけ防

ぐ・減らすための対

策 

氾濫を防ぐ堤防等の治水施設や流

域の貯留施設等の整備 

・河川整備    ・利水ダム等の事前放流 

・水田，農業用ため池の活用 

・森林整備，治山施設整備 

・雨水幹線，雨水ポンプ場の整備     

等 

② 被害対象を減少させ

るための対策 

氾濫した場合を想定して，被害を

回避するためのまちづくりや住ま

い方の工夫等 

・土地利用規制，誘導  

・災害ハザードエリアからの移転促進   

・不動産取引時のリスク情報提供     

等 

③ 被害の軽減，早期復

旧・復興のための対

策 

氾濫の発生に際し，確実な避難や

経済被害軽減，早期の復旧・復興

のための対策 

・ハザードマップの作成，公表 

・マイ・タイムラインの普及 

・重要施設の浸水防止対策 

・洪水時の河川情報の充実（水位，画像等）

等 

 

（2）ポイント 

① 様々な対策とその実施主体の見える化 

② 対策のロードマップを示すとともに河川事業などの全体事業費を明示 

③ あらゆる関係者と協働する体制として協議会を設置 

【別紙２参照】 

 

３ 流域治水プロジェクトの公表 

   各水系で公表したプロジェクトは，令和３年３月 30 日より国土交通省ホームページに掲載

されている。 

https://www.mlit.go.jp/river/kasen/ryuiki_pro/index.html 
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４ 今回策定するプロジェクト（赤枠内６水系） 

一級水系のプロジェクトについては国，二級水系のプロジェクトについては県が策定する。

広島県内においては，次の水系が今回の対象である。 

【別紙３参照】 

 

 

 

 

５ 今後の予定 

令和３年３月 30日に一級水系及び先行の二級水系が策定され，本省 HPにて公表された。そ

の他の二級水系については，４月以降に関係機関調整を行い令和３年８月に策定・公表を予定

している。 

 

時期 

令和２年度 令和３年度 

８月 ９月 
10 月～ 

２月 
３月 

４月～ 

７月 
８月 ９月～ 

一級水系 
 

中間とりま

とめ公表 

 

プロジェク

ト公表   

 

二級水系 

(手城川水系）   

 

プロジェク
ト公表   

 

二級水系 
     

プロジェクト

公表 
 

９月末 
協議会
の設置 

30 日 

 取組状況の 
報告・共有 

 今後の取組内
容の報告・共有 

30 日 

先行 

予定 

協議会
の設置 

１月末 
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